
論文
A 欧文
A-a

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

7 .

8 .

9 .

10 .

11 .

12 .

13 .

A-e-1
1 .

2 .

3 .

4 .
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10.1038/s41433-022-02043-0.  (IF: 2.8)
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10.1001/jamaophthalmol.2022.6393.  (IF: 7.8)
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社会活動

学会

千代川聖道,井上大輔,原田康平,草野真央,上松聖典,北岡　隆：Delle 8症例の臨床的検討. あたらしい眼科 40(11):
1486-1490, 2023.

北岡　隆・教授 長崎特定疾患対策協議会 長崎県

北岡　隆：網膜硝子体手術―増殖硝子体網膜症―. MB OCULISTA 120: 136-141, 2023.

安川　力, 加藤亜紀, 久保田綾恵, 臼井英晶, 若生里奈, 西脇晶子, 平田恵美, 小椋俊太郎, 桑山創一郎, 平野佳男, 小
椋祐一郎, 篠島亜里, 三浦央子, 山内知房, 西　起史, 後藤謙元, 森　隆三郎, 上田奈央子, 高橋綾子, 辻川明孝, 大石

明生, 山城健児：眼科診断・治療のイノベーション　加齢黄斑変性の病態仮説. 日本眼科学会雑誌 127(3): 329-
366, 2023.
寺崎浩子,東　範行,北岡　隆,日下俊次,近藤寛之,仁科幸子,盛　隆興,山田昌和,吉冨健志,未熟児網膜症眼科管理対

策委員会, 日本眼科学会, 日本網膜硝子体学会, 日本小児眼科学会, 日本眼科医会：未熟児網膜症に対する抗VEGF
療法の手引き(第2版). 日本眼科学会雑誌 127(5): 570-578, 2023.

池田康博, 堀田喜裕, 近藤寛之, 西口康二, 前田亜希子, 藤波　芳, 大石明生, 三宅正裕, 秋山雅人, 厚生労働科学研究

費補助金難治性疾患政策研究事業網膜脈絡膜・視神経萎縮症に関する調査研究班遺伝性網膜ジストロフィにお

ける遺伝学的検査のガイドライン作成ワーキンググループ：遺伝性網膜ジストロフィにおける遺伝学的検査の

ガイドライン. 日本眼科学会雑誌 127(6): 628-632, 2023.

池田康弘、西口康二、大石明生、秋山雅人、藤波　芳：日本における遺伝性網膜ジストロフィのバリアント解
釈基準. 日本網膜硝子体学会ガイドライン :  2023.

大石明生：網膜ジストロフィー. 眼科学レビュー 24: 154-158, 2023.

大石明生：ドルーゼン. 眼科診療エクレール　２ 最新眼科画像診断パワーアップ : 検査の基本から最新機器の撮

影法まで : 122-126, 2023.

大石明生：近視性黄斑症. 眼科プラクティス 11: 58-61, 2023.
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シンポジウム 学会 シンポジウム

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

北岡　隆・教授 長崎アイバンク理事長 公益財団法人長崎アイバンク

北岡　隆・教授 日本臨床分子形態学会理事 日本臨床分子形態学会

北岡　隆・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県

北岡　隆・教授 臨床研究部顧問 財団法人放射線影響研究所

北岡　隆・教授 長崎県福祉保健審議会 長崎県

北岡　隆・教授 長崎県移植医療推進協議会委員 長崎県

北岡　隆・教授 日本アイバンク協会評議員 公益財団法人日本アイバンク協会

北岡　隆・教授 日本眼科学会評議員 公益財団法人日本眼科学会

北岡　隆・教授 専門医制度試験委員会委員 公益財団法人日本眼科学会

北岡　隆・教授 疾病・障害認定審査会委員 厚生労働省

北岡　隆・教授 日本組織細胞化学会評議員 日本組織細胞化学会

北岡　隆・教授 日本眼科手術学会理事長 公益社団法人日本眼科手術学会

北岡　隆・教授 日本網膜硝子体学会理事 日本網膜硝子体学会

北岡　隆・教授 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会

北岡　隆・教授 学校医 長崎県立盲学校
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

上松聖典・講師 長崎アイバンク業務執行理事 公益財団法人長崎アイバンク

北岡　隆・教授
日本眼科学会生涯教育委員会講習会小委員
会委員

公益財団法人日本眼科学会

北岡　隆・教授 日本眼科学会雑誌編集委員会委員 公益財団法人日本眼科学会

上松聖典・講師 評議員 日本臨床分子形態学会

北岡　隆・教授 project 責任者 長崎大学羊膜バンク

北岡　隆・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県

北岡　隆・教授 非常勤嘱託医師 長崎県こども・女性障害者支援センター

上松聖典・講師 メディカルディレクター 長崎大学羊膜バンク

上松聖典・講師 勤務医委員会委員 日本眼科医会

草野真央・助教 長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員 長崎県社会保険診療報酬支払基金

大石明生・准教授 academic editor Journal of Ophthalmology

大石明生・准教授 editorial board member Life

上松聖典・講師 理事 長崎県眼科医会

大石明生・准教授 associate editor Frontiers in ophthalmology

原田史織・助教 長崎市教育支援委員会委員 長崎市教育委員会

大石明生・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「加齢黄斑
変性の予後改善を目指した治療抵抗例の検討
とGLP1刺激による新規治療開発」

北岡　隆・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「数値流体
力学を利用した網膜静脈閉塞リスク評価」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

大石明生・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「数値流体
力学を利用した網膜静脈閉塞リスク評価」

大石明生・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
難治性疾患実用化研究事業
網膜色素変性の病因遺伝子変異とその臨床像
に関するエビデンス構築

上松聖典・講師 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金「食品を介したダ
イオキシン類等の人体への影響の把握とその
治療法の開発等に関する研究」

上松聖典・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「次世代ハ
イブリット型全層角膜の作製と保存方法の開
発」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

上松聖典・講師
角膜経上皮電気抵抗値の測定方
法及び装置

2009年3月3日 2014年4月16日
 

特願2010-501917

上松聖典・講師 保存容器 2019年8月29日 2019年12月18日 特許JP6620905B

上松聖典・講師
透明化羊膜の作製方法及び透明
化羊膜

2010年3月9日 2013年3月14日 特願2010-051310
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

上松聖典・講師
角膜経上皮電気抵抗値の測定方
法

2009年3月3日 2014年4月16日 特許第5470508号

上松聖典・講師 点眼容器 2005年12月28日 2007年7月12日 特願2005-378849

上松聖典・講師 硝子体可視化剤 2005年10月14日 2011年12月2日 特許第4872076号

上松聖典・講師
上皮細胞障害抑制剤及びその用
途

2008年9月12日 2010年3月25日 特願2008-235695

上松聖典・講師 硝子体内注射用固定具 2006年10月26日 2012年6月15日 特許第5011542号

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

宮城清弦・助教 非常勤講師（眼科疾患） 長崎市医師会看護専門学校

上松聖典・講師
Fixture for intravitreous
injection

2006年10月26日 2007年5月10日 WO2007052730A1

上松聖典・講師
Method of measuring
electrical resistance value
of corneal trans-epithelium

2009年3月3日 2013年7月2日 US8478395B2

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

上松聖典・講師
弱視の発見とその治療 ～弱
視～

週間健康マガジン 2023年2月1日 弱視について解説を行った。

上松聖典・講師
弱視の発見とその治療 ～ス
マホ内斜視～

週間健康マガジン 2023年2月1日
スマホ内斜視について解説を
行った。

大石明生・准教授 黄斑変性
NBC長崎放送あさカ
ラ

2023年9月19日
黄斑変性について解説を行っ
た。

北岡　隆・教授 第26回盛賞受賞 日本網膜硝子体学会
硝子体手術　-術式の改善・難
治症例の克服を目指して-

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

北岡　隆・教授 安澄記念賞 日本臨床分子形態学会 網膜疾患の分子形態学的研究
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